
「町の復興状況について」

復興推進課



まちづくりのうごき

中間貯蔵施設

双葉運動公園

（令和12年度完成予定）

福島県復興祈念公園

（令和７年度完成予定）

中野地区復興産業拠点

（～令和8年度完了予定）

復興シンボル軸

（令和７年完成）

養液栽培施設（トマト）

（令和８年度完成予定）

学校教育施設
（令和１０年度開校予定）

東日本大震災・
原子力災害伝承館
（令和２年開館）

双葉町産業交流センター
（令和２年開業）

駅西住宅

（令和６年完成）

住宅整備（民間活用）
（令和８年度以降順次整備予定）

⚫ 双葉町の生活文化を継承し復興をけん引する、生活機能の充実した拠点を目指す。

⚫ 具体的には、駅前周辺に子育て支援や交流の場を整備し、歩行者中心で快適かつ
賑わいのある空間を形成する。

⚫ あわせて、新山地区では多様な世帯の住宅ニーズに応えるため、戦略的に住宅整
備を進めていく。

双葉駅東地区まちづくり基本構想（令和７年度策定）

駅東地区まちづくり構想

教育・住宅

産業

公園



⚫旧避難指示解除準備区域である中野地区では、町の新たな「働く拠点」として中野地区復興産業拠点（約50ha）を整備。

⚫2025年９月現在2５件の立地が決定。２０件が操業を開始。

⚫被災の記録を伝え、復興を祈念する場として、アーカイブ拠点施設「東日本大震災・原子力災害伝承館」や復興祈念公園を
整備。これらを拠点に、復興ツーリズムを育成し、町への人の流れを生み出す地域として位置づけ。

中野地区復興産業拠点における企業立地・事業再開推進



1.コミュニティーセンター

［導入機能（予定）］
宿泊機能/待合ライブラリ/
観光案内/公衆トイレ/
EV駐車場（北側駐車場）

［整備スケジュール］
令和９年度開館予定

3.公設商業施設

町有地①イオン双葉店

5. 旧東邦銀行双葉支店

［導入機能（予定）］
スモールオフィス/
コワーキングスペース/
交流機能

［整備スケジュール］
令和９年春オープン予定

4. 旧三宮堂田中医院

（※国登録有形文化財）

2.複合的福祉サービス拠点

［導入機能（予定）］
健康増進機能（フィットネスジム ） /
相談機能（地域包括支援センター） /
介護機能/交流機能

［整備スケジュール］
令和９年度開館予定

［導入機能］
町有地①：飲食料品小売業（イオン）
［整備スケジュール］
町有地①：令和７年８月に開店

［導入機能］
町有地②：飲食店（３店舗）
［整備スケジュール］
町有地②：令和８年春オープン予定 町有地②飲食店完成イメージ

6.FUTAHOME

6.地域活動拠点 FUTAHOME

［導入機能］
チャレンジショップ/
日替わりカフェ等

［整備スケジュール］
令和７年２月に開業

郵便局

商工会館
建設地

［導入機能］
移住・定住相談窓口/
交流スペース
［整備スケジュール］
令和６年１２月に開館

JR双葉駅周辺のうごき
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